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　ネコの口腔内とその周辺に弱い機械的刺激を与え，

大脳皮質体性感覚野SIに刺入した微小電極からマル

チユニット放電を記録した。電極刺入点を移動しなが

ら各記録点で得られるユニットの受容野の位置と形を

しらべた結果，次の事実が明らかとなった。

　口腔内とその周辺投射野は前冠状回の対側顔面投射

野の吻側にあり，尾側から吻側方向に，対側口唇，対

側，正中部，同側歯組織（歯肉，歯根膜），口蓋およ

び舌の順で投射野が配列していた。これらの投射領域

はおよそ3×3mm2の範囲に限局し，かつ上顎投射野

と下顎投射野に分けることができた。前者は冠状回外

側部に，後者はその内側部にあり，歯周組織に関して

はほぼ同型復原的投射がみられた。口腔内の口唇側に

近い構造物に応じるユニットは口腔内の咽頭側に近い

構造物のものに比較して，そのインパルス放電が著明

で，かつ受容野面積が小さかった。これは口腔内の口

唇側に近い構造物ほど物体識別能が高いことを示唆し

ていた。口腔投射の位置（Z）と配列の傾き（ψ，θ）

を計測したところ各変数についておよそ土30％の個体

差があることがわかった。下顎投射野は冠状溝外側壁

まで及んでいる例が多かった。記録点をファーストグ

リーンでマーキソグレ，投射野の部位を細胞構築学的

に検索したところ，同側歯周組織の触覚投射野は他の

対側体部位の触覚投射野と同様に3b野に属してい

た。このように，3b野の限局された領域に対側，両

側のみならず同側部位からの投射が行われていること

は他の体表からの感覚投射に見られない特徴で，この

ような投射様式は摂取された食物の立体的形状判別や

咀囎運動の制御に都合のよいしくみであろうと思われ

る。

　質　問：甘利英一（小歯）

　1．感覚界で口腔内外の刺激のうち，左右の分布率

はどの程度か。

　2．幼若猫と成猫との間で刺激による感覚界での反

応に差があるか。
r

　回　答：平　　孝清（口生理）

　1．大脳皮質体性感覚野SIの大部分は対側体部位

の皮膚感覚投射を受けている。しかし，口腔内に関し

ては左右側からの皮質投射面積はほぼ等しいようであ

る。

　2．我々の実験では生後1年以上の成猫を用いてお

り，幼若猫との比較は現在まだ行っていない。

　質　　問：市丸俊夫（歯理工）

　この結果は正常の状態でみると，運動なのか痛覚に

関するものか。
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　回　答：平　 清孝（口生理）

　与えている刺激は筋感覚や痛覚ではなく触覚に関す

るものと考える。またそのようにするため努力を払っ

ている。

　質　　問：村井　竹雄（歯放）

　今回得られた投射様式をヒトと比較した場合どうで

あるか。

　回　答：平　 孝清（口生理）

　口腔内投射については明確iではないけれどもそれ以

外の体部位の皮膚感覚投射についてはおよそ同じであ

ると思われる。

演題3　5Zrθρ彦oσoε魂∫sαヵ8磁5の菌体外DNase

　　　産生について

。本田寿子，浜田育男，田近志保子

柳原　　敬，金子　　克
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　細菌の産生する菌体外DNaseは＆砲ん〆ococcμ5

αμrεμS，5Zr6舛0εOCC俗ρツ08θηθ5，　Sθrr砿ぬなどで

よくしられているが口腔レンサ球菌の菌体外DNase

産生能についての報告はまだみられない。

　私たちは口腔レンサ球菌のDNase産生能について

検討したところ，8．3αη8μ砧が菌体外DNaseを産

生することを見い出したので報告する。

　5．〃塀αηsE49，　Fa－1，　GS－5，6715，　LM7，

ぷ．5αη8μおATCC10556，　ATCC10558，　challis，分

離菌株27株，S．　mitis　ATCC9811，5．　sαZ勿αがμ5

ATCC　13412のDNase産生能について検討した。好

気性，嫌気性の2方法で培養し，トルイジンブルー

法，HCI法で検討した。　8．7π砿απ∫，3．仇垣s，

3．sαZ勿αr㌦∫は好気性，嫌気性いつれの培養法でも

DNaseを産生しないが8．　s伽gμ‘sは嫌気性培養法

でのみDNase産生をみた。次に3．　sαヵgμ‘3を好気

性，5％CO2培養，ローソク法，　Gas　Pakによる嫌

気性の4方法で培養を試み，DNase産生能を調べた

が嫌気性培養法でのみDNase産生を示した。02の

存在がぷ．5αヵ8μ砧の他の性状にも影響を及ぼしてい

ないかどうか好気性，嫌気性の両培養法で45°C，10°C

への感受性，食塩加培地での発育の有無，胆汁加血液

かんてん培地上での発育の有無，アルギニン水解，メ

チレンブルーミルクの還元，12種類の糖の分解能を比

較検討したがこれらの生物学的性状には差はみられな
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かった。更にDNA培地でみられたDNaseが菌体外

DNaseかどうか確認するために液体培地にS．　sαη8一

痂36んα〃お株を培養し，菌体成分を除いた上清につ

いてDNaseを分離し，260nmで吸光度を測定した

ところDNase活性を得，菌体外DNaseである事を

確認した。

　私たちは主としてDNA培地で実験を行なったが培

地中のDNAはdenativeな状態と考えられる。私た

ちが確認した菌体外DNaseがdenative　D　N　Aに反

応するのかどうか，又菌体外DNase産生に02がど

のように関与するのか今後検討していきたい。

　質　問：片山　　剛（口衛生）

　1．5．αμr．俗等の産生するDNaseの性状と比較

して，S．　sαπ8μ‘∫のDNaseに特徴があるか。

　2．5．5απg紗s生物学的同定の一つに利用出来る

可能性はあるか。

　回　答：本田寿子（口微生）

　1．私達は今回，従来しられていなかった8．ぷαη8鋤s

がDNaseを産生するということを見い出したぼかり

で，まだ他のDNaseとの性状を比較していません。

ただ一つだけ3．α耽θ俗は好気性，嫌気性，両培養

条件下でDNaseを産生しますが，5．5αηgμ‘5は嫌

気性条件下でのみDNaseを産生します。

　2．口腔レンサ球菌の中で3．sαπ8励sのみがDN－

aseを産生するということをたしかめましたが，これ

は標準株について行った実験ですので，今後，分離・

同定に応用できるか否か検討していきたいと考えてい

ます。

　質　問：村井竹雄（歯放）

　菌体外酵素を出すということはどういう意味をもつ

のか。

　回　答：本田寿子（口微生）

　従来このDNaseは5如ρ々Zoτoc鍬5αμr％5な

どでよくしられており，それらは病原性と深く関わり

があるといわれている。我々は今回ぷ．5απg痂∫が

DNaseを産生するということを見い出したが，その

ことがどのような意味をもつのか今後検討していく課

題と考える。
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　フッ素（F）のウ蝕抑制効果を考えるにあたって，

近年，plaqueに存在するFの意義とのその性状を把

握する心要性が強調されている。そこで，plaque細

菌の一種で，Fをとりこむことが確認されているぷか．

sαη8μ：sH7PR3を，10ppmのFを含む培地で18

時間静置培養し，集菌，洗浄後，凍結乾燥し，菌体内

総F量を定量するとともに，結合状態別にみたFの令

布様式を検討した。菌体の可溶化および菌体構成成分

の分画は，既報（Katayama，　et　al，　Arch．　oral　Biol．

26：314，1981）に従って行い，Homogenateと細胞

質画分（Cytoplasm）を測定に供試した。この際，

TIASBによりPH　5．5付近でイオン化するfree　F

は直ちに，また0．5MのHC104を添加することによ

りイオン化するionisable　FについてはPHを調整

した後に，Fイオン電極により定量した。　HCIO4に

より生じた沈澱に含まれるbound　Fについては，

Birkelandの方法に改良を加え，50％H2SO4で加水

分解し，Fイオン電極により測定した。一方総F量に

ついては，前述のBirkeland法に加え，結合様式の

如何に係わらず，総F量の測定が可能である原子吸光

法による定量を行なった。

　HomogenateおよびCytoplasmの総F量は，原子

吸光法によればそれぞれ約120mg／mg，115mg／mg

であった。Birkeland法では，原子吸光法の80～85％

の回収率であった。これは主に，50％H2SO4による

加水分解によっても，15～20％のFがイオン化され得

なかったためと考えられる。従来1～20ppmとされて

いるplaqueのF濃度を乾燥重量当りに換算すると，

本実験でえられた菌体の総F量　（120mg／mg）　は，

およそその　range内に入り，　しかもその約95％が

Cytoplasm中に存在する事が明らかとなった。

　結合様式別にみたFの分布については，菌体内の総

F量の約30％がfree　Fであり，それを含めて約50％

がPHの変化によりイオン化しうるFであった。しか

しながらionisableとfreeのFを合計した値を総F

量と比較すると，回収率は約70％弱であった。今後，

原子吸光法による定量法を確立し，菌体内Fの結合様

式とその分布が，生理的な環境の変化により，どのよ

うな変動を示すかを明らかにしたい。

　質　　問：甘利　英一（小歯）

　臨床的に現在Cariesともっとも関係があろうと思

われている8τr．Mμ拍瓜を使用しなかった理由

　回　答：長田　　斉（口衛生）


